






























平成 15年度の談話会を平成 15年 6月 14E](土)に,岡山大学数商学部の講義棟 1階 5
101号教室で行いました｡今回は,平成 14年 12月に文部科学省から出された,｢個に









































































































の好例をそれぞれお二人の光 Jもから話艦提供 していただきました∪◆糸応耕太郎先生 (常盤小学校)






壷壷二壷表立1;L数B･妄毒 で妄言という音砲をさせる 巨 = ｣
という2点を重視 しての実践都例でした｡


















































































































































































ー 78- 岡山大学教育学部附属中学校 平野圭一･
本 時 案
目 可 3芸諾 呈f莞 誓 言漂 漂冨芸諾 悪霊宕ai,言誓 言三三三誓言裏芸ofるO







































1 年 2 年 3 年
1つ の考 え どうしても いつも,自分
方だ けで な 1つのや り で難 しい と
く,頭をやわ 方が出 ると い うことに
らかくして, 発想 の転換 して しまつ
考 え ること ができないo てわか らな
ができたD他 ○○君のは くなつてい
の人の考 え ｢なるほ ど ましたO結局
も開けて,ま ～J と思つ 自分の知 つ
とめてた く たoこれを知 てい ること
さんの考 え つ とく とか を うま く思
を知 るこ と な り得 だ と い出 して使
がで きて よ 思ったC える とでき
･ はじめは消極的だったが.徐々に意欲を増し
たパターン
1 年 2 年 3 年
空欄 簡単だったo 真面巨=こやつ













































































































































































































































































































































































































共催 岡 山 県 教 育 委 員 会
岡 山 大 学 教 育 学 部
助成 (財 )福 武 教 育 振 興 財 団
平成 15年 11月10日 (月)11日 (火)





○ 平成 15年11月10日 (月)(岡山県立岡山南高等学校)
10:30 10:55 11:45 11:55 12:45
公開授業 研究協議
○ 平成 15年11月11日 (火)(岡山大学教育学部附属小学校)
10:30 10:50 11:35 11:50 12:30 13:40 14:00 15:30 15:45
公開授業 研究協議 記念経済
○ 平成 15年11月11日 (火)(岡山大学教育学部附属中学校)




学 校 名 学 年 単 元 名 授 業 者
岡 山県立 岡 山南 高等学校 第 1学年 2次関数の値の変化 康 谷 真 治
岡山大学教育学部附属小学校 第4学年 わ り 芽 (2)(少人数指導) 杉 能 ~道 明深 井 文 雄
第6学年 分 数 の か け 算 鈴 束 隆 幸
岡山大学教育学部附属中学校 第 1学年 比 例 と 反 比 例 木 村 善 生
6 研究協議
○高等学校部会 助言者 岡山県教育庁指導陳 指尊主事(主査) 梅田和男
司会 三輪 釜 (岡山県立岡山操山高等学校)
記録 末席 聡 (岡山県立備前緑陰高等学校)
○小学校部会 助言者 岡山市教育奔月会指導抹 課長補佐 安井正郎
司会 伍賀 康晶 (岡山市立第二藤田小学校)
記録 森金 永二 (岡山市立浦安小学校)
○中学校部会 助首者 岡山県教育センター 指導主宰 金光一雄
司会 余伝 宏 (分取市立水島中学校)









尾道市立土堂小学校長 陽 山 英 男 先生
大会推進委員長 山本 博
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走 り幅跳びの年次推移
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2､ 今､必要なことは何か｡
それは､一言でいえば､元気を取り戻すことO
体力を鍛える 生活習慣を正し､健康な活力を取り戻す｡
生活習慣を整え､テレビやゲームの時間を制限する｡
睡眠時間の確保などにより得られる元気｡
食生活を豊かなものにし､家族の団鞭と豊かな食事にするO
気力を鍛える 困難があっても､やるべきことはやり切らせる｡
･不登校はどの子でも起きる｡⇒ 対策が打てなくなる不安感
本当にどの子でも起きるのだろうか｡ 子どもにがんばれと言わせない｡
親子の対話時間を増やし､子どもにたくましさを尊ぶ価値観を養う｡
学校五日制の積極的意義はここにある｡
学力を鍛える 単純な読み書き計算を繰り返し､脳の力を高める｡
音読⇒脳を活性化し､言葉のリズムを身につけるO
教科書20ページを覚えるほど記憶力が高まる｡
漢字⇒まとめて覚えることによって､一気に覚えることが可能になるa
大人の常識が通用しない子どもの爆発的成長力
計算⇒大人の速い人の何倍もの速さで計算できるようになる｡
限られた内容を単純な方法で徹底的に反復する｡
子どもたちは､成長することを願っている｡成長するためには､苦しいこと
でもがまんできるoLかし､大人の側に時間的余裕がない｡その結果､中途半
端になり､最後は塾などに頼ることになる｡
私たち自身が､ゆとりを持ち､子どもに粘り強く指導していくことが必要と
なる｡
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3､今後のために
ア､ 実証的に考え､実態に即して対策を考えること｡
山口小学校での実践は､子どもの事実を教科苔としてやってきた｡とりわけ､
漢字指導の前倒しは､漢字を覚えることがもっとも困難な指導としてきたが､
十年の取り組みの結果､たどりついた結論｡
まったく予想に反した結論だった｡
ィ,やってはいけないことに挑戦する必要性
現代は､特殊な時代｡まっとうなやり方では成果が出ない｡しかし､そうな
ると､今まではやってはいけないと言われてきたことに挑戦することが可能と
なった時代と考える｡
ク,マニュアルに頼るのではなく､子どもを見る眼力を
社会全体が時間的ゆとりを失い､マニュアル文化になってきた｡そのため､
自らの目で子どもを見て､自らの頭で子どもを理解するということが希薄にな
ってきた｡大人の子どもを見る眼力を高めることが必要である
エ,批判より提案をする｡
子どもが成長して､それを見ていやな人はいない｡子どもの成長のために多
くの人が努力をしている｡ならば､まず多くの人の努力を信じるところから始
めよう｡そして､それぞれがそれぞれの立場でいい方法を提案しよう｡
そのつながりが教育をよりよい方向-導くだろう｡話題になれば､盛り上が
り､そして批判されて消えるというサイクルは終わらせなければ､今後新しい
ものが出てこられない｡
オ,そして､事実は事実に即して動いていく
実践は､成果が出るまでは孤独な作業である｡しかし､子どもの成長を願う
人々の気持ちある限り､やがて評価は定まっていく｡それまで､時間はかかる
が粘り強く取り組むことが何より大切と考える｡
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